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基本的感染対策 継続のお願い 

 新型コロナウイルス感染症については、令和 5 年 5 月 8 日に感染症法上の位置づけが 5 類

へ移行され、本学も「自宅待機等ルール」の見直しを行いました。しかし、感染力や病原性

といったウイルスの性質自体は変わったわけではありません。引き続き、基本的な感染対策

をお願いいたします。 

感染経路について 

新型コロナウイルス感染症の感染経路は、 

①空中に浮遊するウイルスを含むエアロゾルを吸い込むこと（エアロゾル感染） 

②ウイルスを含む飛沫が口、鼻、目などの露出した粘膜に付着すること（飛沫感染） 

③ウイルスを含む飛沫を直接触ったか、ウイルスが付着したものの表面を触った手指

で露出した粘膜を触ること（接触感染） 

   の 3 つが主とされています。 

感染を防ぐために引き続きお願いしたいこと 

① 手洗い等の手指衛生 ＜接触感染対策＞ 

➣ 新型コロナの特徴を踏まえた基本的感染対策として、引き続き有効とされています。 

➣ 食事の前後、外出先からの帰宅時など、こまめな手洗い・手指消毒をお願いします。 

 

② 換気 ＜エアロゾル感染対策＞ 

➣ 新型コロナの特徴を踏まえた基本的感染対策として、引き続き有効とされています。 

➣ 大勢の人が長時間同じ空間にいる場合など、こまめに換気をするようにしましょう。 

 

③ 咳エチケット ＜飛沫感染対策＞ 

   ➣ 咳やくしゃみをする際には、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内側などを

使って口や鼻をおさえ、飛沫が飛び散るのを防ぎましょう。 

➣ 対面で人と人との距離が近いときは、咳エチケットを特に心がけましょう。。 

 

④ 体調の悪いときは外出を見合わせる 

   ➣ 体がだるい、熱がある、のどに違和感があるなど、いつもと体調が異なる時は、外

出を控えることも大切です。 

※ マスクの着用は個人の判断が基本ですが、効果的な場面などでは着用するようにしましょう。 

※ 発熱等の体調不良時に備え、コロナ抗原検査キットや解熱剤等を準備しておきましょう。 


